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自
治
法

(

昭
和
二
十
二
年
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律
第
六
十
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号)

第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
弘

前
市
長
か
ら
弘
前
市
の
字
の
区
域
及
び
そ
の
名
称
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の

で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

右
の
字
の
区
域
及
び
そ
の
名
称
の
変
更
は
、
平
成
十
七
年
二
月
十
九
日
か
ら
そ
の
効
力
を
生
ず
る

も
の
と
す
る
。

平
成
十
七
年
二
月
十
八
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

弘
前
市

大
字
福
田
字
巻
屋
六
五
の
三
、
六
五
の
四
、
六
七
の
八
の
一
部
、
六
七
の
九
の
一
部
、
六
八
の
一

の
一
部
、
六
八
の
四
の
一
部
、
八
一
の
一
の
一
部
、
八
一
の
二
、
八
三
の
一
、
八
八
、
八
九
の
一
、

八
九
の
二
、
九
〇
の
一
、
九
一
の
一
部
、
九
二
、
九
三
の
一
部
、
大
字
福
田
字
種
元
四
八
の
一
部
及

び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部
を
大
字
高
田
四
丁
目
に
編
入
す

る
。大

字
福
田
字
種
元
四
八
の
一
部
、
四
九
の
一
、
四
九
の
二
、
四
九
の
一
〇
か
ら
四
九
の
一
九
ま
で
、

四
九
の
二
〇
の
一
部
、
四
九
の
二
一
、
四
九
の
二
二
、
五
〇
の
一
の
一
部
、
五
〇
の
二
、
五
〇
の
三

の
一
部
、
五
〇
の
四
の
一
部
、
五
〇
の
五
か
ら
五
〇
の
九
ま
で
、
五
一
の
一
の
一
部
、
五
一
の
四
の

一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部
を
大
字
田
園
三
丁
目
に

編
入
す
る
。

大
字
福
田
字
種
元
五
一
の
一
の
一
部
、
五
一
の
二
、
五
一
の
三
の
一
部
、
五
一
の
四
の
一
部
、
五

一
の
五
か
ら
五
一
の
七
ま
で
、
五
一
の
八
の
一
部
、
五
一
の
九
の
一
部
、
五
一
の
一
〇
、
五
二
の
一

の
一
部
、
五
二
の
二
、
五
二
の
四
か
ら
五
二
の
八
ま
で
の
各
一
部
、
五
二
の
九
か
ら
五
二
の
一
一
ま

で
、
五
二
の
一
二
の
一
部
を
大
字
田
園
四
丁
目
に
編
入
す
る
。

大
字
福
村
字
林
元
八
一
の
一
の
一
部
、
大
字
福
田
字
福
岡
一
八
の
一
、
一
九
の
二
、
二
一
、
二
二
、

二
三
の
一
、
二
三
の
三
、
二
四
の
四
か
ら
二
四
の
六
ま
で
、
二
五
の
一
、
二
八
の
一
、
二
八
の
二
、

二
八
の
五
、
二
八
の
九
、
二
九
の
一
、
三
一
の
一
、
三
三
の
一
、
三
三
の
二
、
三
四
の
一
、
三
五
の

一
、
大
字
福
田
字
村
元
二
八
の
三
か
ら
二
八
の
五
ま
で
、
二
八
の
六
の
一
部
、
二
八
の
一
三
、
二
八

の
一
四
の
一
部
、
三
一
の
一
部
、
三
二
の
一
部
、
三
三
の
三
か
ら
三
三
の
五
ま
で
、
三
三
の
六
の
一

部
、
三
三
の
七
の
一
部
、
三
五
の
二
の
一
部
、
三
六
の
一
か
ら
三
六
の
一
六
ま
で
、
三
七
の
一
か
ら

三
七
の
四
ま
で
、
三
八
の
一
、
三
八
の
二
、
三
九
の
二
、
四
〇
の
一
、
四
〇
の
二
、
四
一
の
一
か
ら

四
一
の
三
ま
で
、
六
七
の
二
、
六
七
の
三
、
六
八
の
二
、
六
九
、
七
三
の
二
、
七
三
の
三
、
七
四
、

八
一
の
八
の
一
部
、
八
九
の
一
か
ら
八
九
の
五
ま
で
、
一
〇
二
の
一
、
一
〇
二
の
三
、
一
〇
四
か
ら

一
一
〇
ま
で
、
大
字
福
田
字
種
元
三
〇
の
一
の
一
部
、
三
〇
の
四
の
一
部
、
三
〇
の
五
の
一
部
、
三

一
の
二
、
三
一
の
三
、
五
二
の
三
、
五
二
の
四
の
一
部
、
大
字
田
園
四
丁
目
一
〇
二
の
二
の
一
部
及

び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
、
公
有
地
の
全
部
を
新
た
に
大
字

福
田
三
丁
目
と
す
る
。

大
字
福
村
字
早
稲
田
一
四
の
一
部
、
一
五
、
二
六
の
一
か
ら
二
六
の
三
ま
で
、
大
字
福
村
字
福
富

二
の
一
、
二
の
二
、
二
の
五
、
四
の
一
、
六
の
一
、
六
の
二
、
九
の
一
、
九
の
二
、
九
の
六
か
ら
九
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の
九
ま
で
、
一
四
の
二
、
一
四
の
五
、
一
四
の
七
、
一
六
の
五
、
一
八
の
一
〇
か
ら
一
八
の
一
三
ま

で
、
大
字
福
村
字
林
元
三
四
の
一
か
ら
三
四
の
三
ま
で
、
三
四
の
四
か
ら
三
四
の
六
ま
で
の
各
一
部
、

三
四
の
八
の
一
部
、
三
五
、
四
三
か
ら
五
九
ま
で
、
六
一
、
六
二
、
六
三
の
一
部
、
六
四
の
一
の
一

部
、
六
四
の
二
の
一
部
、
六
五
、
六
六
、
六
七
の
一
か
ら
六
七
の
三
ま
で
、
六
八
の
一
の
一
部
、
六

八
の
二
、
六
九
か
ら
七
一
ま
で
、
七
二
の
一
、
七
二
の
二
、
七
三
、
七
四
の
一
、
七
四
の
二
、
七
五

の
一
、
七
五
の
二
、
七
六
の
一
、
七
六
の
二
、
七
七
の
一
か
ら
七
七
の
一
〇
ま
で
、
七
九
の
一
か
ら

七
九
の
六
ま
で
、
八
〇
の
一
か
ら
八
〇
の
三
三
ま
で
、
八
一
の
一
の
一
部
、
八
二
、
八
三
の
一
部
、

八
四
の
一
部
、
八
七
の
一
部
、
八
八
の
一
部
、
一
〇
五
、
一
〇
六
、
大
字
福
田
字
村
元
二
三
の
一
か

ら
二
三
の
三
ま
で
、
二
四
か
ら
二
六
ま
で
、
二
七
の
一
か
ら
二
七
の
五
ま
で
、
二
八
の
一
、
二
八
の

二
、
二
八
の
六
の
一
部
、
二
八
の
七
か
ら
二
八
の
一
二
ま
で
、
二
八
の
一
四
の
一
部
、
二
八
の
一
五

か
ら
二
八
の
一
七
ま
で
、
三
〇
の
一
、
三
〇
の
二
、
三
一
の
一
部
、
三
二
の
一
部
、
三
三
の
一
、
三

三
の
二
、
三
三
の
六
の
一
部
、
三
三
の
七
の
一
部
、
三
五
の
二
の
一
部
、
八
一
の
八
の
一
部
、
八
一

の
九
か
ら
八
一
の
一
一
ま
で
、
大
字
福
田
字
種
元
九
の
二
、
九
の
三
、
一
〇
の
一
、
一
〇
の
二
、
一

一
の
三
か
ら
一
一
の
六
ま
で
、
一
二
の
一
の
一
部
、
一
二
の
三
、
一
二
の
四
、
三
〇
の
一
の
一
部
、

三
〇
の
四
の
一
部
、
三
〇
の
五
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る

国
有
地
、
公
有
地
の
全
部
を
新
た
に
大
字
福
村
一
丁
目
と
す
る
。

大
字
福
村
字
林
元
二
六
の
一
の
一
部
、
二
六
の
二
、
二
六
の
三
、
二
八
の
一
、
二
八
の
二
、
二
九

の
一
か
ら
二
九
の
七
ま
で
、
三
〇
の
一
、
三
〇
の
二
、
三
一
、
三
三
の
一
か
ら
三
三
の
五
ま
で
、
三

四
の
四
か
ら
三
四
の
六
ま
で
の
各
一
部
、
三
四
の
七
、
三
四
の
八
の
一
部
、
八
三
の
一
部
、
八
四
の

一
部
、
八
六
、
八
七
の
一
部
、
八
八
の
一
部
、
八
九
の
一
、
八
九
の
二
、
九
〇
、
九
一
の
一
、
九
一

の
二
、
九
二
の
一
部
、
九
三
の
一
の
一
部
、
九
三
の
二
の
一
部
、
大
字
福
田
字
種
元
六
の
一
の
一
部
、

六
の
二
、
六
の
三
、
七
の
一
か
ら
七
の
三
ま
で
、
八
の
一
か
ら
八
の
五
ま
で
、
九
の
一
、
九
の
四
、

九
の
五
、
一
一
の
一
、
一
一
の
二
、
一
二
の
一
の
一
部
、
一
二
の
二
、
一
三
、
一
四
、
一
五
の
一
か

ら
一
五
の
二
三
ま
で
、
一
七
の
一
か
ら
一
七
の
一
五
ま
で
、
一
八
の
一
の
一
部
、
一
八
の
三
、
一
八

の
四
の
一
部
、
一
八
の
五
の
一
部
、
一
八
の
六
、
一
八
の
七
、
二
七
の
一
か
ら
二
七
の
三
ま
で
の
各

一
部
、
二
八
の
一
か
ら
二
八
の
二
〇
ま
で
、
二
九
、
三
〇
の
一
の
一
部
、
三
〇
の
二
、
三
〇
の
三
、

三
一
の
一
、
三
二
の
一
か
ら
三
二
の
一
〇
ま
で
、
三
三
の
一
の
一
部
、
三
三
の
二
か
ら
三
三
の
一
五

ま
で
、
三
三
の
一
六
か
ら
三
三
の
一
八
ま
で
の
各
一
部
、
三
三
の
一
九
、
五
一
の
三
の
一
部
、
五
一

の
八
の
一
部
、
五
一
の
九
の
一
部
、
五
二
の
一
の
一
部
、
五
二
の
四
か
ら
五
二
の
八
ま
で
の
各
一
部
、

五
二
の
一
二
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
等
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

を
新
た
に
大
字
早
稲
田
一
丁
目
と
す
る
。

大
字
福
村
字
林
元
五
の
一
か
ら
五
の
四
ま
で
、
五
の
五
の
一
部
、
六
の
三
、
八
の
一
か
ら
八
の
三

ま
で
、
二
四
の
一
か
ら
二
四
の
六
ま
で
、
二
五
の
一
か
ら
二
五
の
八
ま
で
、
二
六
の
一
の
一
部
、
九

三
の
二
の
一
部
、
九
三
の
三
の
一
部
、
九
四
の
一
部
、
九
五
の
一
部
、
九
六
の
一
か
ら
九
六
の
三
ま

で
の
各
一
部
、
九
七
の
一
か
ら
九
七
の
六
ま
で
の
各
一
部
、
九
八
の
一
部
、
九
九
の
一
の
一
部
、
九

九
の
二
の
一
部
、
大
字
福
田
字
種
元
二
の
一
、
二
の
二
の
一
部
、
二
の
三
、
二
の
四
、
三
の
一
、
三

の
二
、
四
の
一
か
ら
四
の
一
一
ま
で
、
五
の
一
か
ら
五
の
八
ま
で
、
六
の
一
の
一
部
、
一
八
の
一
の

一
部
、
一
八
の
四
の
一
部
、
一
八
の
五
の
一
部
、
一
九
の
一
、
一
九
の
三
か
ら
一
九
の
五
ま
で
、
二

〇
の
三
か
ら
二
〇
の
八
ま
で
、
二
一
の
一
、
二
一
の
四
の
一
部
、
二
一
の
五
か
ら
二
一
の
一
一
ま
で
、

二
三
の
一
か
ら
二
三
の
三
ま
で
の
各
一
部
、
二
四
の
一
か
ら
二
四
の
六
ま
で
、
二
五
、
二
六
の
一
か

ら
二
六
の
三
ま
で
、
二
七
の
一
か
ら
二
七
の
三
ま
で
の
各
一
部
、
三
三
の
一
の
一
部
、
三
三
の
一
六

か
ら
三
三
の
一
八
ま
で
の
各
一
部
、
三
四
か
ら
四
三
ま
で
、
四
四
の
一
か
ら
四
四
の
六
ま
で
、
四
五

の
一
、
四
五
の
二
、
四
六
の
一
か
ら
四
六
の
三
ま
で
、
四
六
の
六
か
ら
四
六
の
八
ま
で
、
四
七
の
一

か
ら
四
七
の
三
ま
で
の
各
一
部
、
四
八
の
一
部
、
四
九
の
二
〇
の
一
部
、
五
〇
の
一
の
一
部
、
五
〇

の
三
の
一
部
、
五
〇
の
四
の
一
部
、
五
一
の
一
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、

水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部
を
新
た
に
大
字
早
稲
田
二
丁
目
と
す
る
。

大
字
新
里
字
西
平
岡
一
、
二
の
一
、
三
の
一
、
三
の
三
、
三
の
四
、
二
〇
の
一
、
二
〇
の
七
、
三

〇
の
一
二
、
三
〇
の
一
三
、
三
〇
の
一
九
、
三
一
、
五
四
の
一
、
五
四
の
四
、
五
五
の
一
、
五
五
の

二
、
大
字
新
里
字
中
平
岡
一
の
四
、
大
字
福
村
字
早
稲
田
一
の
一
、
一
の
三
の
一
部
、
二
の
一
の
一

部
、
二
の
二
の
一
部
、
二
の
六
か
ら
二
の
九
ま
で
の
各
一
部
、
大
字
福
村
字
林
元
一
の
一
か
ら
一
の

三
ま
で
、
三
の
一
か
ら
三
の
一
〇
ま
で
、
四
の
一
か
ら
四
の
一
〇
ま
で
、
五
の
五
の
一
部
、
五
の
六

か
ら
五
の
九
ま
で
、
九
九
の
一
の
一
部
、
一
〇
〇
の
一
部
、
一
〇
一
の
一
か
ら
一
〇
一
の
四
ま
で
、

一
〇
一
の
五
か
ら
一
〇
一
の
八
ま
で
の
各
一
部
、
一
〇
二
、
一
〇
三
の
一
か
ら
一
〇
三
の
三
ま
で
、

一
〇
四
の
一
、
一
〇
四
の
二
、
大
字
福
田
字
巻
屋
二
五
の
三
、
二
七
の
一
、
二
八
か
ら
三
三
ま
で
、

三
四
の
一
、
三
六
の
一
、
三
九
か
ら
四
三
ま
で
、
四
四
の
一
、
四
四
の
二
、
四
五
、
四
六
の
一
か
ら

四
六
の
六
ま
で
、
四
六
の
一
〇
か
ら
四
六
の
一
五
ま
で
、
四
七
の
一
、
四
七
の
二
、
四
八
の
一
か
ら

四
八
の
四
ま
で
、
四
九
の
一
か
ら
四
九
の
一
一
ま
で
、
五
一
の
一
、
五
一
の
二
、
五
二
、
五
三
の
一

か
ら
五
三
の
一
二
ま
で
、
五
四
の
一
か
ら
五
四
の
一
二
ま
で
、
五
五
、
五
六
、
五
七
の
一
か
ら
五
七

の
四
ま
で
、
五
八
の
三
、
六
七
の
一
、
六
七
の
八
の
一
部
、
六
七
の
九
の
一
部
、
六
八
の
一
の
一
部
、

六
八
の
二
、
六
八
の
三
、
六
八
の
四
の
一
部
、
六
九
、
七
〇
の
一
、
七
〇
の
二
、
七
〇
の
七
か
ら
七

〇
の
二
八
ま
で
、
七
一
の
一
か
ら
七
一
の
三
ま
で
、
七
二
か
ら
七
四
ま
で
、
七
五
の
一
、
七
五
の
二
、

七
六
の
一
か
ら
七
六
の
六
ま
で
、
七
七
の
一
か
ら
七
七
の
三
ま
で
、
七
八
か
ら
八
〇
ま
で
、
八
一
の

一
の
一
部
、
九
一
の
一
部
、
九
三
の
一
部
、
大
字
福
田
字
種
元
一
、
二
の
二
の
一
部
、
二
一
の
四
の

一
部
、
二
二
の
一
、
二
三
の
一
か
ら
二
三
の
三
ま
で
の
各
一
部
、
四
七
の
一
か
ら
四
七
の
三
ま
で
の
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各
一
部
、
四
八
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
、
公
有

地
の
全
部
を
新
た
に
大
字
早
稲
田
三
丁
目
と
す
る
。

大
字
福
村
字
早
稲
田
一
の
三
の
一
部
、
二
の
一
の
一
部
、
二
の
二
の
一
部
、
二
の
三
、
二
の
六
か

ら
二
の
九
ま
で
の
各
一
部
、
三
の
一
か
ら
三
の
三
ま
で
、
四
、
五
の
一
、
五
の
二
、
六
の
一
か
ら
六

の
七
ま
で
、
七
の
一
か
ら
七
の
三
ま
で
、
八
の
一
、
八
の
四
か
ら
八
の
六
ま
で
、
九
、
一
〇
の
一
、

一
〇
の
三
か
ら
一
〇
の
六
ま
で
、
一
一
の
一
か
ら
一
一
の
五
ま
で
、
一
二
の
一
か
ら
一
二
の
三
ま
で
、

一
三
、
一
四
の
一
部
、
一
六
、
一
七
、
一
八
の
一
か
ら
一
八
の
三
ま
で
、
一
九
の
一
か
ら
一
九
の
二

〇
ま
で
、
二
〇
の
一
か
ら
二
〇
の
一
三
ま
で
、
二
一
の
一
か
ら
二
一
の
一
〇
ま
で
、
二
二
の
一
か
ら

二
二
の
六
ま
で
、
二
三
の
一
か
ら
二
三
の
一
〇
ま
で
、
二
四
の
一
か
ら
二
四
の
三
ま
で
、
二
五
の
一

七
、
三
二
の
三
、
三
三
の
三
、
三
四
の
一
、
三
四
の
三
、
三
四
の
四
、
三
五
の
一
、
三
五
の
六
、
三

六
の
一
、
三
七
の
一
、
三
七
の
四
、
三
八
の
一
か
ら
三
八
の
三
ま
で
、
三
九
、
四
〇
、
四
一
の
一
か

ら
四
一
の
七
ま
で
、
四
二
の
一
、
四
二
の
三
、
四
三
か
ら
四
八
ま
で
、
四
九
の
一
か
ら
四
九
の
五
ま

で
、
五
〇
の
一
か
ら
五
〇
の
三
ま
で
、
五
〇
の
八
、
五
三
の
三
、
五
四
の
一
、
五
四
の
三
、
五
五
の

一
か
ら
五
五
の
五
ま
で
、
五
六
、
五
七
の
一
か
ら
五
七
の
三
ま
で
、
五
八
の
一
か
ら
五
八
の
一
二
ま

で
、
五
九
の
一
、
五
九
の
二
、
六
〇
、
六
一
の
一
か
ら
六
一
の
一
〇
ま
で
、
六
二
の
一
か
ら
六
二
の

三
ま
で
、
六
三
の
一
か
ら
六
三
の
六
ま
で
、
六
三
の
九
、
六
四
の
一
か
ら
六
四
の
四
ま
で
、
六
五
の

一
、
六
五
の
二
、
六
六
の
一
、
六
六
の
三
か
ら
六
六
の
八
ま
で
、
六
七
の
一
、
六
八
の
三
、
七
四
の

五
、
七
六
の
一
、
八
八
、
八
八
の
二
、
八
九
の
一
、
九
〇
か
ら
九
二
ま
で
、
九
四
の
一
か
ら
九
四
の

七
ま
で
、
九
五
、
九
六
の
三
、
九
七
の
四
、
九
八
の
一
、
九
八
の
五
、
九
八
の
七
、
九
八
の
八
、
一

〇
二
の
一
、
一
〇
三
の
二
、
一
〇
九
、
大
字
福
村
字
新
舘
添
一
二
の
一
、
一
二
の
六
、
一
三
の
一
、

一
三
の
三
、
一
四
の
二
、
一
四
の
五
、
一
四
の
一
〇
か
ら
一
四
の
一
五
ま
で
、
八
八
の
一
か
ら
八
八

の
三
ま
で
、
八
八
の
六
、
八
九
の
一
、
八
九
の
三
、
大
字
福
村
字
林
元
六
三
の
一
部
、
六
四
の
一
の

一
部
、
六
四
の
二
の
一
部
、
六
八
の
一
の
一
部
、
九
二
の
一
部
、
九
三
の
一
か
ら
九
三
の
三
ま
で
の

各
一
部
、
九
四
の
一
部
、
九
五
の
一
部
、
九
六
の
一
か
ら
九
六
の
三
ま
で
の
各
一
部
、
九
七
の
一
か

ら
九
七
の
六
ま
で
の
各
一
部
、
九
八
の
一
部
、
九
九
の
一
の
一
部
、
九
九
の
二
の
一
部
、
一
〇
〇
の

一
部
、
一
〇
一
の
五
か
ら
一
〇
一
の
八
ま
で
の
各
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、

水
路
で
あ
る
国
有
地
、
公
有
地
の
全
部
を
新
た
に
大
字
早
稲
田
四
丁
目
と
す
る
。

青
森
県
告
示
第
百
十
号

結
核
予
防
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号)

第
三
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

指
定
医
療
機
関
が
そ
の
指
定
を
辞
退
し
た
の
で
、
結
核
予
防
法
施
行
令

(

昭
和
二
十
六
年
政
令
第
百

四
十
二
号)

第
二
条
の
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
七
年
二
月
十
八
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
告
示
第
百
十
一
号

結
核
予
防
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号)

第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
法

第
三
十
四
条
及
び
第
三
十
五
条
に
規
定
す
る
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の

で
、
結
核
予
防
法
施
行
令

(

昭
和
二
十
六
年
政
令
第
百
四
十
二
号)

第
二
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
七
年
二
月
十
八
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾
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名

称

所

在

地

指
定
辞
退

年
月
日

株
式
会
社
町
田
サ
カ
エ
調
剤

薬
局
荒
町
店

株
式
会
社
町
田
サ
カ
エ
薬
局

新
井
田

は
ち
の
へ
９
９
ク
リ
ニ
ッ
ク

八
太
郎
薬
局

八
戸
市
荒
町
一
五

八
戸
市
大
字
新
井
田
字
妻
ノ
神
二
六
の
六

八
戸
市
南
類
家
五
丁
目
一
の
八

八
戸
市
大
字
河
原
木
字
八
太
郎
山
一
〇
の

六
二
四

平
成
��･

�･

��

〃��･

��･

��

〃

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

猪
股
薬
局

医
療
法
人
拓
正
会
八
戸
ク
リ

ニ
ッ
ク
内
科

サ
カ
エ
薬
局
大
工
町

は
ち
の
へ
９
９
ク
リ
ニ
ッ
ク

サ
カ
エ
薬
局
旭
ケ
丘

サ
カ
エ
薬
局
荒
町

南
津
軽
郡
浪
岡
町
大
字
浪
岡
字
細
田
一
八

三八
戸
市
柏
崎
一
丁
目
八
の
三
二

八
戸
市
大
工
町
三
の
一

八
戸
市
南
類
家
五
丁
目
一
の
八

八
戸
市
大
字
新
井
田
字
外
久
保
三
の
七

八
戸
市
荒
町
一
五

平
成
��･

��･

�

〃〃��･

�･

��

��･

�･

��

〃

� �
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青
森
県
告
示
第
百
十
二
号

次
の
と
お
り
森
林
を
保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
の
で
、
森
林
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第

二
百
四
十
九
号)

第
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
七
年
二
月
十
八
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

下
北
郡
風
間
浦
村
大
字
下
風
呂
字
畑
尻
ノ
上
七
三
の
一
・
字
畑
尻
ノ
下
三
の
一

(

以
上
二
筆
に

つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。)

二

保
安
林
指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

�

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係

る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

�

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
｢

次
の
図｣

及
び

｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
青
森
県
農
林
水
産
部
林

政
課
及
び
風
間
浦
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

公

告

青
森
県
地
域
防
災
計
画
修
正
の
要
旨

災
害
対
策
基
本
法

(

昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号)

第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

青
森
県
地
域
防
災
計
画

(

以
下

｢

計
画｣

と
い
う
。)

を
修
正
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
そ
の
要
旨
を
公
表
す
る
。

平
成
十
七
年
二
月
十
八
日

青
森
県
防
災
会
議
会
長

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

計
画
修
正
の
趣
旨

青
森
県
防
災
会
議
は
、
昭
和
三
十
八
年
に
地
域
防
災
計
画
を
作
成
し
て
以
来
、
毎
年
こ
れ
に
検

討
を
加
え
、
必
要
に
応
じ
修
正
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
般
、
国
の
防
災
基
本
計
画

及
び
近
年
の
災
害
対
策
の
進
展
に
対
応
し
た
提
言
等
を
踏
ま
え
、
現
行
の
計
画
を
よ
り
実
践
的
な

も
の
と
す
る
た
め
、
災
害
対
策
全
般
に
わ
た
っ
て
修
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

二

計
画
修
正
の
年
月
日

平
成
十
七
年
二
月
七
日

三

計
画
修
正
の
主
な
内
容

風
水
害
等
編

第
一
章

総
則

第
五
節

各
機
関
の
処
理
す
べ
き
事
務
ま
た
は
業
務
の
大
綱

一

防
衛
施
設
局
が
新
た
に
指
定
地
方
行
政
機
関
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
仙
台
防
衛
施

設
局
を
指
定
地
方
行
政
機
関
へ
追
加
し
、
防
災
に
関
し
て
処
理
す
べ
き
業
務
に
つ
い
て
明
示

し
た
。

二

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
本
部

(

北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
所)

を
指
定
公
共
機

関
へ
追
加
し
、
防
災
に
関
し
て
処
理
す
べ
き
業
務
に
つ
い
て
明
示
し
た
。

第
二
章

防
災
組
織

第
一
節

県
防
災
会
議

青
森
県
防
災
会
議
委
員
に
仙
台
防
衛
施
設
局
長
及
び
日
本
郵
政
公
社
青
森
中
央
郵
便
局
長

を
追
加
指
名
し
た
。

第
三
章

災
害
予
防
計
画

第
二
節

防
災
業
務
施
設
・
設
備
等
の
整
備

一

防
災
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
伝
達
を
迅
速
に
行
う
た
め
、
携
帯
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
機
器
を
追
加
例
示
し
て
情
報
連
絡
網
の
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

二

大
規
模
災
害
時
に
防
災
関
係
機
関
相
互
の
応
援
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、
広
域
防
災
拠
点

の
確
保
に
努
め
る
こ
と
と
し
た
。

第
四
節

防
災
事
業

一

各
種
災
害
の
発
生
防
止
及
び
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
防
災
事
業
を
実
施
す
る
場
合
は
、
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環
境
や
景
観
へ
も
配
慮
す
る
こ
と
と
し
た
。

二

都
市
の
防
災
化
を
推
進
す
る
た
め
、
劇
場
等
不
特
定
多
数
の
者
が
使
用
す
る
施
設
並
び
に

学
校
及
び
医
療
機
関
等
の
応
急
対
策
上
重
要
な
施
設
に
つ
い
て
は
、
浸
水
等
風
水
害
に
対
す

る
安
全
性
の
確
保
に
特
に
配
慮
す
る
こ
と
と
し
た
。

第
六
節

防
災
教
育
及
び
防
災
思
想
の
普
及

市
町
村
は
、
防
災
関
係
機
関
等
の
協
力
を
得
て
、
地
域
住
民
の
適
切
な
避
難
や
防
災
知
識

等
に
資
す
る
よ
う
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
防
災
マ
ッ
プ
、
風
水
害
発
生
時
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

第
七
節

防
災
訓
練

訓
練
項
目
に
図
上
訓
練
を
、
訓
練
内
容
に
土
砂
災
害
防
御
訓
練
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、

防
災
訓
練
に
関
す
る
普
及
啓
発
を
行
い
、
防
災
訓
練
へ
の
参
加
意
識
を
高
揚
す
る
こ
と
と
し

た
。

第
八
節

災
害
時
要
援
護
者
安
全
確
保
対
策

災
害
時
要
援
護
者
に
対
す
る
各
種
情
報
の
連
絡
、
伝
達
体
制
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

防
災
訓
練
を
実
施
す
る
際
に
は
、
災
害
時
要
援
護
者
に
配
慮
す
る
こ
と
と
し
た
。

第
九
節

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
対
策

平
常
時
か
ら
の
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
養
成
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
な
ど
活
動
の
支
援
体
制
の

整
備
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

第
十
四
節

水
害
予
防
対
策

水
防
法
に
基
づ
き
指
定
し
た
洪
水
予
報
を
実
施
す
る
河
川
に
お
い
て
、
浸
水
が
想
定
さ
れ

る
区
域
を
浸
水
想
定
区
域
と
し
て
指
定
す
る
と
と
も
に
、
高
潮
防
災
対
策
の
推
進
等
予
防
対

策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

第
十
六
節

土
砂
災
害
予
防
対
策

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
指
定

す
る
等
予
防
対
策
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

第
四
章

災
害
応
急
対
策
計
画

第
一
節

気
象
予
警
報
等
の
発
表
及
び
伝
達

県
と
青
森
地
方
気
象
台
は
、
堤
川
、
駒
込
川
及
び
平
川
上
流
の
洪
水
予
報
を
共
同
発
表
す

る
こ
と
と
し
、
洪
水
予
報
の
種
類
、
発
表
基
準
及
び
伝
達
方
法
に
つ
い
て
明
示
し
た
。

第
三
節

通
信
連
絡

通
信
連
絡
の
県
防
災
行
政
用
無
線
の
災
害
時
に
お
け
る
個
別
通
信
、
優
先
通
信
、
直
接
通

信
、
一
斉
指
令
及
び
映
像
伝
送
に
つ
い
て
具
体
的
事
項
を
明
示
し
た
。

第
四
節

災
害
広
報

県
、
市
町
村
の
広
報
活
動
の
広
報
方
法
や
避
難
所
等
へ
の
情
報
提
供
の
情
報
手
段
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電
子
メ
ー
ル
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。

第
五
節

避
難

市
町
村
長
は
、
住
民
を
避
難
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
は
、
危
険
が
切
迫
す
る
前
に
十
分
な
余

裕
を
も
っ
て
、
避
難
の
勧
告
、
指
示
等
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

第
七
節

水
防

水
防
団
及
び
消
防
機
関
は
、
迅
速
な
水
防
活
動
を
実
施
す
る
た
め
、
水
防
上
緊
急
の
必
要

が
あ
る
場
合
は
、
警
戒
区
域
を
設
定
し
、
水
防
関
係
者
以
外
の
者
に
対
し
て
そ
の
区
域
へ
の

立
入
の
禁
止
、
又
は
そ
の
区
域
か
ら
の
退
去
等
の
指
示
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

第
十
八
節

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
・
支
援
対
策

新
た
な
節
と
し
て
、｢

第
十
八
節

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
・
支
援
対
策｣

を
設
け
、

災
害
時
に
お
い
て
被
災
市
町
村
の
内
外
か
ら
参
加
す
る
多
種
多
様
な
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

効
果
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
円
滑
な
受
入
れ
体
制
等
を
明
示
し
た
。

第
五
章

雪
害
対
策
、
火
山
災
害
対
策
、
事
故
災
害
対
策
計
画

雪
害
、
火
山
災
害
、
海
上
災
害
、
航
空
災
害
、
鉄
道
災
害
、
道
路
災
害
、
危
険
物
等
災
害
、

大
規
模
な
火
事
災
害
、
大
規
模
な
林
野
火
災
対
策
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
予
防
対
策
に
役
立

て
る
よ
う
、
関
係
機
関
は
収
集
し
た
情
報
を
的
確
に
分
析
整
理
す
る
た
め
、
人
材
の
育
成
を

図
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
専
門
家
の
意
見
を
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
た
。

第
六
章

災
害
復
旧
対
策
計
画

第
一
節

公
共
施
設
災
害
復
旧

大
規
模
な
災
害
に
よ
り
地
域
の
社
会
的
機
能
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
社
会
経
済
活
動

に
甚
大
な
障
害
が
生
じ
た
場
合
は
、
原
状
復
旧
ま
た
は
計
画
的
復
興
の
方
針
を
決
定
し
、
計

画
的
復
興
を
行
う
と
き
は
、
復
興
計
画
を
作
成
し
復
興
事
業
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る
と
と
も

に
、
実
施
体
制
を
確
立
し
、
住
民
の
合
意
を
図
り
つ
つ
諸
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。

地
震
編

第
一
章

総
則

第
七
節

青
森
県
の
主
な
活
断
層

本
県
の
主
な
活
断
層
の
う
ち
、
津
軽
山
地
西
縁
断
層
帯
の
記
述
を
よ
り
具
体
的
に
明
示
し

た
。

第
三
章

災
害
予
防
計
画
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第
六
節

防
災
訓
練

訓
練
項
目
に
津
波
警
報
伝
達
等
訓
練
、
水
門
・
陸
こ
う
等
閉
鎖
訓
練
及
び
図
上
訓
練
を
追

加
し
た
。

第
八
節

津
波
災
害
対
策

一

津
波
警
戒
の
周
知
対
策
に
つ
い
て
、
チ
ラ
シ
、
看
板
等
に
よ
り
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
津
波
警
戒
の
啓
発
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と

と
し
た
。

二

沿
岸
市
町
村
の
津
波
避
難
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
明
示
し
た
。

第
十
六
節

積
雪
期
の
地
震
災
害
対
策

積
雪
期
に
お
け
る
避
難
場
所
及
び
避
難
路
の
確
保
に
つ
い
て
を
具
体
的
に
明
示
す
る
と
と

も
に
、
積
雪
の
影
響
を
考
慮
し
て
避
難
誘
導
の
た
め
の
標
識
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

第
四
章

災
害
応
急
対
策
計
画

第
五
節

避
難

市
町
村
長
は
、
津
波
警
報
等
の
情
報
が
入
手
で
き
な
い
場
合
に
も
、
覚
知
し
た
震
度
に
応

じ
て
避
難
勧
告
等
行
う
こ
と
と
し
た
。

そ
の
他

｢

風
水
害
等
編｣

の
修
正
に
合
わ
せ
て
諸
対
策
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
、
所
要
の
修
正

を
行
っ
た
。

県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
変
更
の
決
定

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

福
地
南
部
地
区
の
県
営
土
地
改
良
事
業(

農
村
振
興
総
合
整
備
事
業(

農
業
用
用
排
水
施
設
整
備)

)

計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ

り
公
告
し
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
二
月
十
八
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
の
期
間

平
成
十
七
年
二
月
二
十
一
日
か
ら
同
年
三
月
十
八
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

福
地
村
役
場

換
地
処
分

土
地
区
画
整
理
法

(

昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号)

第
百
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
弘

前
市
城
東
第
五
土
地
区
画
整
理
組
合
か
ら
弘
前
広
域
都
市
計
画
事
業
城
東
第
五
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
施
行
地
区
の
換
地
処
分
を
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
告

す
る
。平

成
十
七
年
二
月
十
八
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾
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